
































































   『ガンジスの女』は私にとってとても大切な映画であった。（中略）私は、時々、それら、
つまり『ロル』や『愛』、『ガンジスの女』と共に書き始めたと思っている。『ガンジスの女』
は、まるで私が時間を遡って、本が書かれる前のあの境界線
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であった。そして、恐らくここが私の場所
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、誰でもなくなること





























   （中略）今、私たちはボルトで繋がっている。私たちの無人化が大きくなる
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。私たちは互い
の名前を繰り返し呼びあう。（中略）










































































   私たちが書くとき
4 4 4 4 4 4 4 4
、私たちが呼びかけるとき
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